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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて簽

形
で
攻
防
を
体
験
で
き
る
内
容
（
自
由

練
習
）
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
前
年
度

以
上
に
生
徒
の
関
心
意
欲
の
高
ま
り
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
初
め

は
使
え
る
技
を
固
め
技
の
み
と
い
う
条

件
で
実
施
し
、
安
全
面
に
配
慮
し
た
。

開
始
の
姿
勢
を
「
長
座
で
背
中
合
わ

せ
」
や
「
膝
立
ち
」「
カ
メ
の
姿
勢
」

な
ど
、
毎
回
違
っ
た
パ
タ
ー
ン
に
す
る

こ
と
で
生
徒
の
集
中
力
を
欠
か
さ
な
い

よ
う
注
意
を
払
っ
た
。「
長
座
姿
勢
の

背
中
合
わ
せ
」
で
は
、
互
い
に
右
手
を

挙
げ
、
そ
ち
ら
の
方
向
に
回
り
込
む
こ

と
を
ル
ー
ル
と
し
、
衝
突
を
防
い
だ
。

　

投
げ
技
は
、
大
内
刈
り
・
大
外
刈
り

に
も
挑
戦
を
し
た
。
こ
れ
ら
の
技
は
、

技
を
受
け
た
後
、
後
方
に
倒
れ
後
頭
部

を
打
つ
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
危
険

だ
と
い
う
声
も
多
く
、
禁
止
さ
れ
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
。
本
校
で
は
、
新
藤

先
生
と
相
談
し
、
投
げ
る
こ
と
で
は

な
く
技
の
特
性
を
理
解
す
る
こ
と
を
最

終
目
標
に
設
定
し
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た

ス
ピ
ー
ド
で
の
約
束
練
習
を
積
み
重
ね

た
。
特
に
、
手
足
を
置
く
位
置
な
ど
基

本
を
押
さ
え
る
こ
と
を
重
視
し
、
２
人

１
組
で
相
手
へ
の
力
加
減
の
仕
方
を
理

解
さ
せ
た
上
で
、
徐
々
に
ス
ピ
ー
ド
を

確
認
し
て
い
る
姿
も
見
受
け
ら
れ
、
技

の
習
得
や
授
業
展
開
が
、
よ
り
ス
ム
ー

ズ
に
な
っ
た
。

　

２
年
目
の
授
業
は
、
乱
取
り
に
近
い

外
部
指
導
員
の
活
用
例
　
柔
道
②

　

１
年
目
を
終
え
て
「
内
容
の
展
開
方
法
」
と
「
新
し
い
技
の
指
導
方
法
」

の
２
点
が
課
題
と
な
っ
た
。
２
年
目
の
授
業
を
行
う
に
あ
た
り
、
前
年
度

に
引
き
続
き
、
新
藤
（
旧
姓
、
現
・
灰
原
）
茉
美
先
生
を
外
部
指
導
員
と

し
て
迎
え
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
前
年
度
の
反
省
と
課
題
を
生
か
し
、
指

導
形
態
を
変
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

対
象
生
徒
は
進
級
し
た
２
年
生
50
名
。
新
藤
先
生
に
は
隔
回
で
指
導
に

あ
た
っ
て
い
た
だ
き
、
間
の
授
業
は
私
が
１
人
で
指
導
に
あ
た
っ
た
。
私

が
授
業
を
展
開
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
も
考
慮
し
て
い
た
だ
き
、
新

し
い
技
の
指
導
を
新
藤
先
生
の
授
業
時
に
行
い
、
そ
の
復
習
を
次
時
に
私

が
真ま

似ね

て
行
う
と
い
う
内
容
で
授
業
を
進
め
た
。
ま
た
、
新
藤
先
生
に
は
、

そ
の
年
の
１
年
生
の
授
業
に
も
隔
回
で
入
っ
て
い
た
だ
い
た
。
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柔
道
を
始
め
て
２
年
目
を
迎
え
た
生

徒
た
ち
は
、
体
育
に
お
け
る
目
標
の
中

に
柔
道
の
技
の
上
達
を
掲
げ
る
ほ
ど
、

１
学
期
の
段
階
か
ら
授
業
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
。

　

初
回
の
授
業
で
も
、
柔
道
の
基
本
で

あ
る
受
け
身
を
抵
抗
な
く
こ
な
し
、
身

体
で
動
き
を
覚
え
て
い
る
生
徒
の
姿
に

は
、
改
め
て
前
年
度
の
成
果
を
実
感
し

な
が
ら
、
前
向
き
な
気
持
ち
で
２
年
目

の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

１
人
で
授
業
に
臨
む
に
あ
た
っ
て
、

前
向
き
な
気
持
ち
の
反
面
、
不
安
が
あ

っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、

指
導
す
る
中
で
困
っ
た
時
、
す
ぐ
に
新

藤
先
生
に
相
談
し
、
助
言
を
受
け
た
こ

と
で
、
不
安
要
素
は
新
た
な
指
導
方
法

を
学
べ
る
と
い
う
プ
ラ
ス
要
素
へ
と
変

わ
っ
て
い
っ
た
。

　

生
徒
が
授
業
の
中
で
「
わ
か
っ

た
！
」「
で
き
た
！
」
と
い
う
体
験

を
、
よ
り
多
く
で
き
る
よ
う
に
と
い
う

思
い
か
ら
、
学
習
カ
ー
ド
を
作
成
し

た
。
カ
ー
ド
の
内
容
は
、
①
本
時
の
内

容
（
新
し
い
技
の
説
明
）、
②
本
時
の

感
想
・
次
時
へ
の
目
標
、
③
調
べ
学

習
、
の
大
き
く
３
つ
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
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け
た
。
授
業
終
了
後
に
生
徒
へ
配
布

し
、
次
時
の
授
業
日
の
朝
ま
で
に
提

出
・
確
認
を
行
い
、
返
却
す
る
と
い
う

方
法
で
活
用
し
た
。
学
習
カ
ー
ド
の
活

用
に
よ
っ
て
、
生
徒
の
本
音
と
向
き

合
い
な
が
ら
授
業
に
臨
め
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
授
業
が
終
わ
っ
て
か

ら
疑
問
点
が
生
ま
れ
て
理
解
に
悩
む
生

徒
が
意
外
と
多
い
と
い
う
発
見
も
あ
っ

た
。

　

そ
し
て
、
カ
ー
ド
の
内
容
を
受
け
て

生
徒
の
理
解
力
向
上
の
手
立
て
を
考
え

る
こ
と
も
で
き
た
。
ま
た
、
生
徒
の
感

想
・
目
標
は
私
自
身
の
反
省
材
料
に
も

自
信
に
も
な
り
、
毎
時
間
の
振
り
返
り

に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
生

徒
た
ち
の
中
で
も
授
業
前
に
カ
ー
ド
を

活
用
し
て
前
時
の
復
習
や
技
の
仕
方
を

次時の内容 受身のテスト

目標（課題）

柔 道 レ ポ ー ト 9
授業日：　１２月　１７日　　月曜日

横四方固め／練習方法１
この技は、相手の（　　　）をいかに制するかがポイントとなります。
まず、片手を相手の（　　　　　　）に回してしっかりと（　　　）をとり、
やや前のめりになりながら腕と上体で相手の肩からあごの辺りを抑え付けま
す。このように、上体をしっかりときめることで、相手は、逃げる方向を（
）のみに限定され、自分が有利になります。上体を捉えながら、もう一方の
手を相手の（　　　　）から差し入れて、下ばきの（　　　　）の裏側辺
りをつかみます。このとき、（　　　　　　）の膝を曲げて、相手の（
）にしっかりと密着させて抑え、もう片方の足を伸ばしてバランスをとりながら
抑え込みの体勢を保っていきます。逃れ方として、（　　）手で取りの右肩
を押して、取りの体との間に（　　　）をつくる。
そして、反対側に体をひねって（　　　　）になる方法。
もしくは、空いている方の手で後帯をつかみ、（　　　　）を
しながら、相手を回転させる方法が実戦でもよく使われて
いるため、警戒が必要です。

約束練習とは、あらかじめ「　　（投げる方）」と「　　（投げられる方）」
が仕掛ける技を決めて行ない、投げ方や抑え方の技術を高める練習方法
です。
取りは、動きながら（　　　　）などによって相手を崩し、技を掛けます。取
りは投げて受けが受け身をとった時も、（　　　　）を離さず残心を取りま
す。受けは、いつも正しい姿勢を取り、技を掛けられやすいように（
）、取りの動きに合わせて投げられ、受身を取ります。約束練習では、受け
と取りが呼吸を合わせることが大切です。

本時の振り返り（内容・ポイント・感想）
※かかり練習とは？ 感想

そして、反対側に体をひねって（　　　　）になる方法。
もしくは、空いている方の手で後帯をつかみ、（　　　　）を
しながら、相手を回転させる方法が実戦でもよく使われて

提出期限 

20日

（木） 

授業で使用した学習カード
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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて簽

上
げ
て
い
っ
た
。
見
本
と
し
て
、
生
徒

が
技
を
か
け
、
新
藤
先
生
が
受
け
身
を

と
る
形
で
迫
力
あ
る
大
内
刈
り
・
大
外

刈
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
生
徒
の

頭
に
は
そ
の
姿
が
、
強
く
焼
き
付
い
た

様
子
だ
っ
た
。

　

最
終
回
に
向
け
た
後
半
２
回
の
授
業

で
は
、「
得
意
技
を
つ
く
ろ
う
！
」
と

い
う
め
あ
て
を
掲
げ
、
約
束
練
習
・
自

由
練
習
を
中
心
と
し
た
活
気
あ
る
授
業

が
展
開
さ
れ
た
。

　

武
道
必
修
化
に
あ
た
っ
て
柔
道
を
選

択
し
た
こ
と
で
、
区
の
保
健
体
育
研
究

会
や
、
校
内
の
授
業
研
究
で
授
業
を
す

る
機
会
も
増
え
た
。
そ
こ
で
、
多
く
の

先
生
方
か
ら
多
く
の
助
言
を
得
る
こ
と

が
で
き
、
生
徒
の
前
向
き
な
姿
と
基
本

１ ２２
年
目
の
指
導
の
工
夫

学
習
カ
ー
ド
の
活
用

３外
部
指
導
員
活
用
の

重
要
性

４外
部
指
導
員
に
よ
る

２
年
目
の
指
導
の
概
要
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○
○
○
○
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区分 はじめ なか まとめ
時間 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
0 分 導入 前時の復習 前時の復習 前時の復習 前時の復習 前時の復習 前時の復習 前時の復習 前時の復習 前時の復習 前時の復習

柔道の特性など
を説明

投げ技の基本動
作

受け身 受け身 受け身 受け身 受け身 受け身 受け身の試合
（受け身コンテスト）

受け身 受け身

進退動作 後ろ受け身 後ろ受け身 後ろ受け身 後ろ受け身 後ろ受け身 後ろ受け身 後ろ受け身 後ろ受け身 後ろ受け身
柔道衣の着方 崩し 前受け身 前受け身 前受け身 前受け身 前受け身 前受け身 前受け身 前受け身 前受け身
礼法 体さばき 横受け身（左右） 横受け身（左右） 横受け身（左右） 横受け身（左右） 横受け身（左右） 横受け身（左右） 横受け身（左右） 横受け身（左右） 横受け身（左右）
姿勢 前回り受け身

（左右）
前回り受け身
（左右）

前回り受け身
（左右）

前回り受け身
（左右）

前回り受け身
（左右）

前回り受け身
（左右）

前回り受け身
（左右）

前回り受け身
（左右）

前回り受け身
（左右）

組み方 受け身
基本動作 後ろ受け身 投げ技 投げ技 投げ技 投げ技 約束練習 かかり練習・約

束練習
相互評価 かかり練習・約

束練習（得意技
をつくる）

かかり練習・約
束練習（得意技
をつくる）

前受け身 膝車 膝車 出足払い 出足払い 膝車・出足払い 膝車・出足払い
体落とし

受け身
コンテスト

固め技の簡易試
合（相互評価）

まとめ

受け身の導入 横受け身
（左右）

打ち込み・投げ
込みコンテスト

ルール説明　進
度によって適応
ルールを設けて
行う

首の補強運動 前回り受け身
（左右）

かかり練習・約
束練習

かかり練習・約
束練習

固め技 固め技 投げ技 前回り受け身 評価

畳を叩いてみる 膝車 膝車 けさ固め けさ固め 体落とし 膝車・出足払い
体落とし

自己評価

固め技の応じ方 固め技の応じ方 固め技の攻め方 教師による
評価

50 分 けさ固め けさ固め かめの相手を返
してけさ固め

感想文等
記入

　　　　平成23年度文京区立音羽中学校武道（柔道）　授業内容【1年生】　　平成24年1月10日〜2月20日　合計11時間

区分 はじめ なか まとめ
時間 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
0 分 導入 前時の復習 前時の復習 前時の復習 前時の復習 前時の復習 前時の復習 前時の復習 前時の復習 前時の復習

受け身 受け身 受け身 受け身 受け身 受け身 受け身 受け身 受け身
昨年度の復習 後ろ受け身 後ろ受け身 後ろ受け身 後ろ受け身 後ろ受け身 後ろ受け身 後ろ受け身 後ろ受け身 後ろ受け身
柔道衣の着方 前受け身 前受け身 前受け身 前受け身 前受け身 前受け身 前受け身 前受け身 前受け身
礼法 横受け身（左右） 横受け身（左右） 横受け身（左右） 横受け身（左右） 横受け身（左右） 横受け身（左右） 横受け身（左右） 横受け身（左右） 横受け身（左右）
組み方 前回り受け身

（左右）
前回り受け身
（左右）

前回り受け身
（左右）

前回り受け身
（左右）

前回り受け身
（左右）

前回り受け身
（左右）

前回り受け身
（左右）

前回り受け身
（左右）

基本動作
受け身 昨年度既習技の

復習
かかり練習・
約束練習

かかり練習・
約束練習

投げ技 投げ技 投げ技 かかり練習・
約束練習

かかり練習・約
束練習（得意技
をつくる）

かかり練習・約
束練習（得意技
をつくる）

後ろ受け身 投げ技 膝車・出足払い
体落とし

膝車・出足払い
体落とし

大腰 大腰 大内刈り 膝車・出足払
い・体落とし

固め技の簡易試
合（相互評価）

まとめ

前受け身 膝車 大外刈り 大腰・大外刈
り・大内刈り

ルール説明　進
度によって適応
ルールを設けて
行う

評価

横受け身
（左右）

出足払い 昨年度既習技の
復習

昨年度既習技の
復習

固め技 固め技 自己評価

前回り受け身
（左右）

体落とし 固め技 固め技 横四方固め 横四方固め 固め技の自由練
習

固め技の自由練
習

投げ技の自由練
習

教師による評価

けさ固め けさ固め 固め技の
応じ方

固め技の
応じ方

組んだ状態から
技を指定して

50 分 上四方固め 上四方固め 横四方固め 横四方固め 感想文等記入

●資料　平成23年度文京区立音羽中学校武道（柔道）　授業内容【2年生】　　平成24年1月10日〜2月13日　合計10時間

膝立ちからの固め技の攻防
注：資料中、網掛け部分の授業は打越が担当した。
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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて簽

の
受
け
身
が
身
に
つ
い
て
い
る
と
い
う

声
を
も
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
か
ら
、
専

門
家
の
方
と
共
に
生
徒
の
実
技
指
導
に

携
わ
り
、
意
見
を
交
換
し
、
挑
戦
す
る

と
い
う
経
験
で
得
ら
れ
た
も
の
の
大
き

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

２
年
目
で
は
、
私
は
新
藤
先
生
の
細

か
な
と
こ
ろ
ま
で
行
き
届
い
た
安
全
面

に
対
す
る
配
慮
と
、
指
導
方
法
の
工
夫

を
学
び
、
柔
道
の
授
業
を
展
開
す
る
難

し
さ
だ
け
で
な
く
面
白
さ
を
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
生
徒

た
ち
が
新
藤
先
生
と
私
の
授
業
を
違
和

感
な
く
受
け
て
く
れ
た
こ
と
も
、
私
の

相
談
を
受
け
、
自
分
の
回
の
授
業
で
補

足
説
明
を
組
み
込
ん
で
く
だ
さ
っ
た

り
、
復
習
時
間
を
再
度
設
け
て
く
だ
さ

っ
た
り
と
柔
軟
な
対
応
を
し
て
く
だ
さ

っ
た
先
生
の
配
慮
の
お
陰
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
武
道
・
ダ
ン
ス
必
修
化
に
伴

い
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
経
験
の
機
会

を
設
け
て
く
だ
さ
っ
た
東
京
都
教
育
委

員
会
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

あ
る
。
そ
し
て
、
専
門
性
の
高
い
指
導

員
と
と
も
に
、
教
員
が
実
際
の
授
業
の

中
で
経
験
値
を
高
め
な
が
ら
力
を
つ
け

て
い
く
と
い
う
体
制
の
重
要
性
を
感
じ

た
。

よ
り
実
践
的
な
内
容
に
発
展
さ
せ
た
。

　

ま
た
、
打
越
先
生
と
分
担
制
に
し

て
、
新
藤
が
新
し
い
技
の
指
導
を
し
た

後
、
次
回
は
打
越
先
生
が
復
習
と
い
う

か
た
ち
で
指
導
を
し
、
ほ
ぼ
交
互
に
授

業
を
担
当
す
る
よ
う
に
し
た
。

　

柔
道
の
授
業
が
２
年
目
に
な
る
２
年

生
に
つ
い
て
は
、
１
年
ぶ
り
と
い
う
こ

と
で
、
当
初
は
ど
こ
ま
で
体
が
覚
え
て

い
る
か
、
ま
た
恐
怖
心
が
芽
生
え
る
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
不
安
も
あ
っ

た
。
し
か
し
授
業
の
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
48
人
中
23
人
が
「
楽
し
み
」
と

回
答
し
て
い
た
。
実
際
に
授
業
を
行
っ

て
み
る
と
、
１
、
２
時
間
ほ
ど
で
ほ
と

ん
ど
の
生
徒
が
受
け
身
の
感
覚
を
思
い

出
し
、
最
終
的
に
は
、
前
回
り
受
け
身

○体を動かすことが好きですか はい（27 人） どちらでもない（10 人） いいえ（11 人）

○体を動かすことが得意ですか 得意（3人） ふつう（31 人） 苦手（14 人）

○柔道の授業について 楽しみ（23 人） ふつう（21 人） 憂うつ（4人）

○柔道の良いイメージ

・技を決めたときの喜び　　・自分の身を守れる

・日本の伝統　　　　　　　・かっこいい、強くなれる

・気持ちがすっきりする

○柔道の悪いイメージ
・痛い　　　　　　　　　　・ケガが怖い

・難しい　　　　　　　　　・耳が餃子みたいになる

○今年の柔道の授業に期待すること

・いい音を出して畳を叩きたい

・新しい技を覚えたい

・美しいフォームを身に付けたい

・怖いというイメージをなくしたい

・受け身を完璧にしたい

・柔道着を早く着られるようになりたい

・前向きに積極的に取り組み、この機会を大切にしたい

・前回り受け身を実際の試合でとってみたい

・�試合で技をかけられた時に受け身をしっかりとれるようになり

たい

１ ２２
年
目
の
指
導
の
工
夫

学
習
カ
ー
ド
の
活
用

３外
部
指
導
員
活
用
の

重
要
性

４外
部
指
導
員
に
よ
る

２
年
目
の
指
導
の
概
要

５○
○
○
○
○
○

安
全
面
へ
の
配
慮

６○
○
○
○
○
○

７○
○
○
○
○
○

８○
○
○
○
○
○

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

で
し
っ
か
り
前
方
に
回
転
し
立
ち
上
が

る
ま
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
生
徒
も

い
た
。
や
は
り
、
時
間
を
か
け
て
繰
り

返
し
基
本
動
作
の
練
習
が
で
き
た
こ
と

が
、
要
因
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

対
人
的
技
能
に
お
い
て
も
大
き
な
進

歩
が
み
ら
れ
た
。
固
め
技
の
自
由
練
習

は
よ
り
実
践
的
に
な
り
、
生
徒
も
夢
中

に
な
っ
て
抑
え
込
ん
だ
り
、
逃
れ
よ
う

と
し
た
り
し
て
い
た
。
限
ら
れ
た
授
業

時
間
内
で
は
な
か
な
か
自
由
練
習
の
時

間
を
設
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か

し
、
固
め
技
（
抑
え
込
み
）
の
自
由
練

習
で
あ
れ
ば
、
低
い
体
勢
で
行
え
る
の

で
恐
怖
心
も
少
な
く
、
体
力
の
低
い
女

子
で
も
楽
し
み
な
が
ら
柔
道
の
醍
醐
味

で
あ
る
互
い
の
攻
防
を
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

ま
た
２
年
目
と
い
う
こ
と
で
、
投
げ

技
の
自
由
練
習
も
取
り
入
れ
て
み
た
。

互
い
に
組
み
合
っ
て
力
を
出
し
合
い
攻

防
を
す
る
こ
と
は
、
十
分
な
安
全
配
慮

が
必
要
に
な
る
。
無
理
せ
ず
潔
く
受
け

身
を
と
る
こ
と
、
投
げ
た
後
も
必
ず
引

き
手
を
持
っ
て
お
く
こ
と
、
組
ん
だ
状

態
で
始
め
、
技
を
指
定
す
る
こ
と
で
不

意
な
状
況
で
投
げ
ら
れ
る
と
い
う
危
険

を
防
ぐ
な
ど
と
い
う
工
夫
を
し
た
。

　

授
業
後
は
多
く
の
生
徒
が
、
１
年
目

よ
り
楽
し
か
っ
た
、
面
白
か
っ
た
、
上

達
し
た
、
興
味
を
持
て
た
な
ど
、
肯
定

的
な
感
想
が
多
か
っ
た
。
ま
た
生
徒
同

士
で
良
い
点
を
見
つ
け
、
相
互
に
協
力

し
て
柔
道
を
学
ぶ
姿
勢
が
見
ら
れ
た
。 新藤先生が受けとなって生徒が技をかける

柔道に関するアンケート結果　２学年女子在籍　計 48人人
で
展
開
さ
せ
て
い
く
楽
し
み
を
感
じ

な
が
ら
、
柔
道
授
業
の
充
実
に
向
け
た

取
組
は
２
年
目
を
終
え
た
。

　

２
年
目
は
１
年
生
と
２
年
生
を
対
象

に
授
業
を
実
施
し
た
（
資
料
参
照
）。

　

１
年
生
は
11
時
間
、
２
年
生
は
10
時

間
と
時
間
数
の
減
少
は
あ
っ
た
が
、
１

年
生
は
ほ
ぼ
１
年
目
の
指
導
を
元
に
、

内
容
を
凝
縮
し
て
行
っ
た
。
２
年
生
は

１
年
目
の
復
習
と
、
投
げ
技
で
は
新
し

い
技
の
習
得
、
固
め
技
で
は
防
御
す
る

相
手
の
返
し
方
や
そ
の
応
じ
方
な
ど
、

　

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
十
分
な
時
数
を

確
保
で
き
な
い
中
で
、
安
全
面
を
配
慮

し
な
が
ら
、
ど
こ
に
最
終
目
標
を
お

き
、
３
年
目
の
集
大
成
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
課
題
と
、
今
日

ま
で
に
得
る
こ
と
の
で
き
た
多
く
の
指

導
法
や
工
夫
の
仕
方
を
次
年
度
か
ら
１


